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ことになります。具体的には研修医マッチング（組み合わ

せ決定）は、医師免許を得て臨床研修を受けようとする

者（研修希望者）と臨床研修を行う病院（研修病院）の

研修プログラムとを研修希望者及び研修病院の希望を

踏まえて、医師臨床研修マッチング協議会が一定の規

則（アルゴリズム）に従って、コンピュータにより組み合

わせを決定するシステムです。

これまで佐倉病院における最高のマッチング数は15

名で近年は10名前後にとどまっておりましたが、近年東
邦大学および他大学医学生の佐倉病院で行われている

多職種と一体化した総合臨床研修に対する評価が高ま

り、今回悲願であった総合型 20名募集枠のすべての
マッチングを達成いたしました。研修医のマッチング数

は病院の評価に直結しているわけで、佐倉病院にとって

大変誇らしいことと思います。医学部学生たちは佐倉病

院の高い専門医療だけでなく、院内の暖かい垣根の低

い職種を超えた、多職種間の触れ合いが選択の決め手

になっています。これらの前期研修医は佐倉病院だけで

なく、地域研修として佐倉市内外の医療機関にも派遣さ

れ、皆様にお目にかかると思います。彼らこそは今後の高

齢化社会に向かう重要な戦力で、是非暖かい目で、時に

は厳しくご指導をいただければと思います。

今回は東邦大学医療センター佐倉病院の臨床研修の

現状をお話ししたいと思います。
高齢化社会の進展に伴ってこれまでの病気を中心とし

た医療から、人を中心とした医療への転換が求められ、

医師の育成は2004年に大改革が行われました。そして、
新医師臨床研修制度では診療に従事しようとする医師

は2年以上の総合的な臨床研修を受けなければならない
と規定されたわけです。この臨床研修は全国のどの病

院の研修プログラムに応募しても良く、病院側の受け入

れ希望と一致して初めて、その病院で研修を始められる
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春からたくさんの前期研修医が
佐倉病院にきます。
－ ついに臨床研修プログラム
　 総合型枠がフルマッチしました －
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Exective Message

春からたくさんの前期研修医が佐倉病院にきます。
－ついに臨床研修プログラム総合型枠が
　フルマッチしました－
副院長／教育担当　龍野 一郎

市民公開講座に、医療安全管理室として初めて参加をさせていただき、「安全な医療への
取り組み」というテーマでお話をいたしました。最初に、安全管理室副室長の髙田医師より、
当院における医療安全管理体制の概略と、職員教育に力を入れた医療安全の取り組みを紹
介しました。次に、土井薬剤師より、医療安全に必要な薬剤の知識についてお話しをし、複
数の医療機関を受診する際に基本情報がわかる「お薬手帳」の重要性をお伝えしました。そ
して最後に、「患者さんとともに考える医療安全」というテーマで私からお話をさせて頂き
ました。医療の高度化や複雑化が新たな医療事故を引き起こし、医療現場はかつてない医
療安全への取り組みが求められています。しかし、本当の意味で患者さんの安全を守ろう
とするには、医療者だけが努力をしても十分ではなく、医療の当事者である患者さんのご
協力が必要です。まずは、診療所や病院の役割・機能を理解し、上手に利用することが、医
療参加の第一歩であり、患者さんの主体的医療参加を目指しているCOML（コムル）の「医
者にかかる10箇条」をご紹介しながら、医療安全への協力をお話ししました。参加された
皆様の医療安全に対する意識の高さを感じられた会でした。
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病院全体での感染対策の取り組み
当院では、医療関連感染を防ぐために感染対策室が設置されており、感染防止に関する

検討、分析、指導などを行っています。感染対策室は、医師（ICD）、看護師（ICN）、薬剤師
（BCPIC）、臨床微生物検査技師（ICMT）、事務員で構成され、さまざまな視点から対応して
います。
また、感染防止対策加算１および感染防止地域連携加算を算定しています。東邦大学医

療センター大森病院、大橋病院、さらに千葉市、印旛市郡の4つの医療機関と連携し、定期
的に相互ラウンドやカンファレンスを実施し、感染防止に関する評価を行っています。
市民公開講座では、古くて新しい病気「結核」と、冬になって問題となる感染症「インフル

エンザやノロウイルスによる胃腸炎」についてのお話をさせて頂きました。インフルエン
ザ予防の基本、正しいマスクの装着と咳エチケット、手指衛生の重要性について解説しま
した。
医療関連感染を防止するためには、病院職員だけでなく、患者の皆さん、病院への訪問者

の皆さんの御理解・御協力も必要です。日頃からの手洗い、咳やクシャミが出るときのマス
ク着用、風邪などの症状がある方の訪問自粛など、今後とも、よろしくお願いいたします。
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皮膚科にズームアップ！
准教授／樋口 哲也

昇任紹介
メンタルヘルスクリニック 講師　林 果林

医療連携だより『第5回 佐倉医療連携学術フォーラム
　　　　　　　　　 開催のご報告』
医療連携・患者支援センター長　吉田 友英

市民公開講座『安全な医療への取り組み』
医療安全管理室  副室長（副看護部長）　前田 富士子
感染対策室  室長（外科　准教授）　長島 誠

T o p i c s  N e w s

ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企
画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早
期発見、普段の生活に役立てていただければと考えております。
いずれの講座も14時から当院東棟7階・講堂で開催いたします。
詳細は、テーマごとに院内掲示およびホームページなどでご案
内いたします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございま
したら、総務課にご連絡下さい。

市民公開講座スケジュール

2016年　市民公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

※ 第 31号（1月発行）でお知らせしました予定が、5月はテーマと担当科が変更となりましたのでご了承ください。

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当

市民公開講座 安全な医療への取り組み

医療安全管理室
副室長（副看護部長）

前 田 富士子

感染対策室
室長（外科　准教授）

長 島  誠

眼科
前野 貴俊・他

2 日

糖尿病・内分泌・代謝センター
龍野 一郎・他

泌尿器科
鈴木 啓悦・他

神経内科
榊原 隆次・他
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知っておきたい
眼の病気
白内障・緑内障・
加齢黄斑変性症

生活習慣を改善し、
認知症を予防しよう
～生活習慣病予防と  
　地域包括ケア～

お父さんの健康を
考えよう！
～前立腺の病気を知ろう
　－前立腺肥大症・  
　前立腺がん～

地域で考える
ケアと治療
～身近な神経の症状～
「しびれ」や「ふるえ」
など
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医療連携・患者支援センター長　吉田 友英

　2016年2月6日（土）に、第5回佐倉医療連携学術フォー
ラムを開催し、当日は314名（うち学外からは106施設
180名）もの多職種の医療関係者の皆様にご参加をいた
だきました。
第1部の講演会では、院内外6名の方々にご講演をいただ
きました。その講演内容の一部をご紹介致します。

講演の後、名刺交換会を兼ねた第2部懇親会を行いました。各診療科・部署別に
テーブルを設け、日頃お世話になっている医療関係者の皆様に感謝の意を表すと
ともに、より一層の親睦を深めることが出来たと思っております。
今後も医療連携学術フォーラムを継続開催することにより、「顔の見える医療連
携」「対話する医療連携」の更なる充実を目指し、地域完結型医療の円滑な運営の
一助となるよう努力していく所存ですので、皆様のご理解とご協力の程、何卒よろ
しくお願い申し上げます。

▏第5回 佐倉医療連携学術フォーラム
  開催のご報告

　このたび精神神経医学講座講師に昇任させて頂きました林果林と申し
ます。1998年に富山医科薬科大学（現富山大学）医学部を卒業し、東邦大
学心身医学講座（心療内科）に入局し大森病院に11年間勤めた後、2009

年4月から佐倉病院に赴任し、心療内科診療を行いながら精神医学を学
ばせていただいております。心療内科時代は片頭痛、過敏性腸症候群、摂
食障害や身体表現性障害などメンタル面の問題が身体症状と強くかかわ
る患者さんを治療してまいりました。赴任してからは、産業精神保健が
重要視される中で佐倉病院に導入された復職デイケアについてスタッ
フとともにスムーズな復職をめざしております。また、佐倉病院の肥満
症チーム医療に加わり、肥満症患者さんのメンタル面のサポートをさせ
ていただいております。メンタル疾患の治療は長期に及ぶため、あせら
ず症状と付き合いながらより良い日常生活を過ごせるように患者さんを
サポートしていきたいと思っております。

▏昇任紹介

東邦大学医療センター佐倉病院皮膚科は、2013 年 4 月
より新体制となり、この 3年間に診療・研究体制をさらに
充実させてきました。
1. 主な診療内容
皮膚免疫学・アレルギー学の発展とともに、アトピー性

皮膚炎や蕁麻疹、接触皮膚炎、薬疹などの多くのアレルギー
性疾患の病態や治療および検査法が明らかになってきまし
た。
特にアトピー性皮膚炎については、原因遺伝子や病態、

予防療法などについての新しい知見が出てきています。当
科は 2012 年から日本アレルギー学会認定教育施設（アレ
ルギー専門医：樋口）として、パッチテストやプリックテ
スト、入院による負荷テストなどを行い、アレルゲンや増
悪因子の解析を行っています。一方アレルゲンが関与しな
い、あるいは検出の難しいアレルギー性皮膚疾患に対して
も、スキンケア指導や適切な内服薬選択などを含めた丁寧
な診療を行っています。また重症薬疹や自己免疫疾患であ
る水疱症に対しての入院治療や、膠原病の皮膚病変の診断・
治療も積極的に行っています。薬疹に関して、原因薬剤の
診断に関する研究を行っています。
尋常性乾癬に対しては、多数の症例に全身型ナローバン

ド UVB 療法を行うとともに、重症例・難治例に対して抗
TNFα抗体や抗 IL-12/23p40 抗体、更に最新の抗 IL-17 抗
体などの生物学的製剤治療を開始し、重症度に合わせた集
学的な治療を行っています。特に関節症状を合併する乾癬
性関節炎に対しては、早期の発見と治療開始が重要です。
乾癬患者はメタボリック症候群との合併も多いことから、
当院内科や共同研究室と連携した治療・研究を行っていま
す。三津山助教らが皮下脂肪からのアディポカインによる

乾癬悪化の影響についての研究を報告し、更に社会人大学
院生とともに継続して基礎的な研究を進めています。当院
の全身型照射装置は簡便で安全性が高いため、乾癬だけで
なく尋常性白斑や皮膚リンパ腫、またアトピー性皮膚炎な
どの掻痒の強い皮膚疾患にも有効な治療効果を認めていま
す。さらに 2016年度からターゲット型エキシマランプ（セ
ラビーム ®）を導入し光線外来を新設し、掌蹠膿疱症など
に対してより効果的な局所型の紫外線治療を開始します。
健康テレビ番組の影響や高齢化により、紫外線発癌によ
る日光角化症やボーエン病などの表皮内癌の患者や足底の
色素性病変の患者が、ご紹介患者も含めて多数受診されて
います。近年導入したダーモスコピーのデジタル画像や皮
膚生検による早期診断と治療を目標とし、木村助教、安部
医師を中心に診断、治療を行い早期皮膚癌から進行癌まで
対応しています。入院手術が必要な皮膚腫瘍の治療には、
クリニカルパスを用いて効率的な入院手術治療ができるよ
うになっています。2010 年から行っている当科の臨床統
計研究では、ダーモスコピーを用いることにより臨床診断
と病理診断が一致する精度は年々向上しており、治療が必
要な悪性腫瘍と切除する必要のない良性腫瘍を、的確に早
期診断・治療できるようになってきています。
2. 現在の診療体制と今後の展望
紹介患者事前診療予約枠（平日午前）に加え、2015 年
から平日午後に上記診療内容の紹介患者事前診療予約枠
（月曜：ダーモスコピー外来、木曜：アレルギー・膠原病外来、
金曜：乾癬外来）を開始しました。また新たに、難治性胼
胝や糖尿病性足病変などに対し、ドイツ人の整形靴師マイ
スターによるフットケア外来を月に一回開始し、良好な治
療効果が出てきています。現在常勤医師 6名（うち皮膚科
専門医 4 名）で診療していますが、2016 年度から日本皮
膚科学会認定の主研修施設になるとともに、更に新入医局
員を加えて診療体制を強化していきます。続く 2017 年度
からの新専門医制度に対応した基幹研修施設として研修で
きる体制を整え、この佐倉の地で質の高い充実した皮膚科
診療が提供できる施設を目指し、一層地域医療連携に貢献
できるよう頑張ってまいりますので、ご紹介の程どうぞ宜
しくお願い致します。

にズームアップ！

皮膚科　准教授　樋口 哲也

皮膚科スタッフ皮膚科

講演会の様子

認定看護師による同行訪問に関する取り組み

　近年、医療依存度の高い患者さんが療養の場を病
院から在宅へ移行しております。また、超高齢化社会
に向けて、地域における連携体制の強化や在宅医療
等の充実に向けた取り組みが必要不可欠になってき
ています。当院では、地域医療支援の役割を果たす取
り組みの一つとして、2015年12月より認定看護師に
よる訪問看護師との同行訪問を開始しました。
　皮下組織に達する褥瘡を保有する患者さんと悪性
腫瘍の鎮痛療法や化学療法を行っている患者さんで
定期的な通院が困難な方が対象です。予約方法は、月
曜日～金曜日の8:30～17:00に該当分野の認定看護師

（皮膚・排泄ケア認定看護師　清藤 友里絵、がん性疼痛認

定看護師　塚本 佳子）へ直接電話連絡（043-462-8811）
をお願いいたします。費用は1割負担の方で1,290円
（交通費別途）です。
　在宅療養を支える訪問看護師と各領域の専門的な
知識と技術をもつ認定看護師が連携し、より質の高
い看護を提供することは、患者さん・家族の安心感に
つながります。また、病院に勤務する看護師が在宅看
護を知る機会にもなり、退院指導に活かせると考え
ています。
看護部　皮膚・排泄ケア認定看護師　清藤友里絵


